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潟上市市章

３月21日の潟上市合併記念式典の席上、潟上市のシンボルとなる市の花
「バラ」、市の木「クロマツ」、市の鳥「シラサギ」が発表になりました。
市では、昨年８月１日から１ヵ月間広く公募し、市の花・木・鳥選定委員
会において、応募状況に配慮しながら「市民の心の合併を推進し、市のシン
ボルとして市民の心の拠りどころとなり、潤いとたくましさ、安らぎをおぼ
えるもの」に留意して選考し、この日の発表となったものです。
式典では、「市民憲章」や「市民歌」もお披露目され、市の発展と新たな

歩みを誓い合いました。（詳細は２Ｐ～５Ｐに掲載）

市の花「バラ（薔薇）」

市の鳥「シラサギ（白鷺）」

市の木「クロマツ（黒松）」
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三
月
二
十
一
日
、
潟
上
市
天
王
総
合
体
育
館
を
会
場
に
「
潟
上
市

合
併
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
市
民
を
は
じ
め
、
国
・
県
関
係
者
、
近
隣
市
町
村
長

な
ど
約
六
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
石
川
市
長
が
「
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
独
自
の
地
域
づ
く
り
や
行
政
改
革
の
推
進
、
少
子
高

齢
化
な
ど
が
叫
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
お
け
る
自
己
決
定
、

自
己
責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
合
併
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
新

た
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
合
併
の
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
正
に
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。
合
併
一
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
市
民
三
万
六
〇
〇

〇
人
が
、
心
一
つ
に
し
て
新
し
い
地
域
社
会
の
創
造
に
大
き
な
夢
と

希
望
を
抱
い
て
ま
い
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

藤
原
幸
作
市
議
会
議
長
の
祝
辞
後
、
来
賓
を
代
表
し
、
総
務
大
臣
代

理
の
横
山
忠
弘
総
務
省
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
防
災
課
広
域
応

援
対
策
官
や
寺
田
典
城
秋
田
県
知
事
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
合
併
の
功
績
を
称
え
、
千
田
鐵
太
郎
元
昭
和
町
長
、

小
玉
久
男
元
飯
田
川
町
長
、
石
川
光
男
元
天
王
町
長
、
後
藤
一
志
元

天
王
町
議
会
議
長
、
赤
平
末
次
郎
元
昭
和
町
議
会
議
長
、
門
間
英
也

元
飯
田
川
町
議
会
議
長
に
総
務
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

合
併
に
尽
力
さ
れ
た
元
合
併
協
議
委
員
な
ど
二
十
二
人
の
方
々
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
市
民
歌
を
作
詞
さ
れ
た
大
澤
艶
子
さ
ん
と
作
曲

し
た
四
反
田
素
幸
さ
ん
（
秋
田
大
教
授
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
市
民
憲
章
」「
市
民
歌
」「
市
の
花
・
木
・
鳥
」
の
各
選

定
委
員
長
か
ら
、
選
考
経
緯
や
選
定
理
由
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
天
王
中
・
天
王
南
中
・
羽
城
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
総
勢

八
十
八
人
の
生
徒
が
、
市
民
歌
を
演
奏
し
、
斉
唱
し
ま
し
た
。

最
後
に
市
民
憲
章
を
策
定
委
員
の
佐
藤
小
枝
子
さ
ん
の
朗
読
の
も

と
、
出
席
者
全
員
で
朗
唱
し
、
市
の
一
層
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

「
市
民
憲
章
」「
市
民
歌
」「
市
の
花
・
木
・
鳥
」を
披
露 

▲市の発展を誓い合う

▲総務大臣表彰の授彰式

▲総務大臣表彰、感謝状受賞者のみなさん
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潟
上
市
が
未
来
に
向
か
っ
て
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
と
望
ま
し
い
市
民

像
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
た
め
の
「
潟

上
市
市
民
憲
章
」
が
、
三
月
二
十
一
日
、
合
併
記
念
式
典
の
席
上
、
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
期

間
で
広
く
募
集
し
、
市
民
憲
章
策
定
委
員
会
（
委
員
長
　
石
川
久
悦
）

に
お
い
て
寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
三
点
に
込
め
ら
れ
た
願
い
や
思
い
を

最
大
限
に
尊
重
し
て
、
本
市
の
歴
史
や
風
土
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
は
将

来
を
展
望
し
な
が
ら
起
草
し
、
こ
の
日
を
も
っ
て
制
定
日
と
し
た
も
の

で
す
。

市
民
憲
章
は
、「
活
き
生
き
三
六
〇
〇
〇
の
夢
づ
く
り
」
を
め
ざ
す

新
市
建
設
計
画
の
基
本
的
な
事
項
（
内
容
）
に
十
分
な
配
慮
を
し
な
が

ら
、
平
素
な
口
語
体
で
、
親
し
み
を
も
っ
て
口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
リ
ズ
ム
の
あ
る
詩
的
な
表
現
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代

を
担
う
人
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
市
民
憲
章
』を
制
定
し
ま
し
た

▲出席者全員で市民憲章を朗唱

「市民憲章」書　菅原　昭衛氏

�
策
定
委
員
の

佐
藤
小
枝
子
さ
ん
が
朗
読
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待
望
の『
潟
上
市
民
歌
』が
誕
生

大澤艶子 

潟
上
市
民
歌
の
タ
イ
ト
ル
は
「
昇
る
陽
よ
」。
市
民
歌
の
誕
生
に
は
、
作
詞
は
潟

上
市
昭
和
大
久
保
の
大
澤
艶
子
さ
ん
、
補
作
は
潟
上
市
民
歌
の
歌
詞
選
定
委
員
会

（
委
員
長
　
保
坂

治
郎
）、
作
曲
は
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
教
授
の
四
反
田
素
幸

さ
ん
（
秋
田
市
在
住
）
が
手
が
け
ま
し
た
。

市
民
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
昨
年
八
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
で

広
く
募
集
し
、
市
民
歌
の
歌
詞
選
定
委
員
会
に
お
い
て
応
募
作
品
十
六
編
の
中
か
ら

優
秀
作
品
一
点
と
佳
作
三
点
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
歌
詞
選
定
委
員
会
に
お
い
て
▽
市
民
が
覚
え
や
す
く
、
歌

い
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
く
親
し
め
る
歌
詞
で
あ
り
、
新
市
の
息
づ
き
の
感
じ
と
れ

る
歌
詞
と
な
っ
て
い
る
こ
と
▽
地
域
の
自
然
風
土
と
歴
史
、
文
化
を
誇
り
と
し
、
新

市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の
夢
が
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と

し
て
、
優
秀
作
品
に
つ
い
て
補
作
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
作
曲
は
、
日
本
作
曲
家

協
議
会
会
員
と
し
て
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
四
反
田
先
生
が
手
が
け
、
天
王

中
・
天
王
南
中
・
羽
城
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
員
の
合
唱
、
吹
奏
楽
演
奏
に
よ
っ
て
記

念
式
典
で
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、「
市
民
歌
の
歌
詞
」
佳
作
に
は
、
田
仲
た
か
し
さ
ん
（
飯
田
川
飯
塚
）
と

小
野
由
里
子
さ
ん
（
天
王
追
分
）、
鎌
田
善
信
さ
ん
（
飯
田
川
和
田
妹
川
）
の
三
人

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

作
詞
　
大
澤
　
艶
子

補
作
　
潟
上
市
民
歌
の
歌
詞
選
定
委
員
会

作
曲
　
四
反
田
素
幸

潟
上
市
民
歌

「
昇
る
陽
よ
」



5

バラの美しさに魅せられ、栽培方法が
難しいとされる寒冷地の悪条件を克服し
て「天皇賞」を受賞した一青年の情熱が
花き栽培のきっかけとなり、今では東北
屈指の花の産地となった昭和地区。地場産
業の振興は、若者に夢と希望を与え、心豊か
で潤いのある潟上市を創りあげていく。
バラは人々の心の拠りどころとなる花であり、愛、美、調和

などを意味することなどから、最もふさわしい市の花として
「バラ（薔薇）」が選定された。

マツは、常緑樹で古くから祭り木の
略ともいわれ、門松など祝い事に用い
られている。市内に数多く生育し、名
木も多く、庭木など市民に親しまれてい
る。特に日本海の潮風から農作物や田畑

を守る「夕日の松原」は先人の遺産として後
世に残すべきものである。
クロマツは、大地にどっしりと根を張り、雄々しく、逞しく、
自然環境を大切に守ることなどから、伸びゆく潟上市を象徴す
るに最もふさわしい市の木として「クロマツ（黒松）」が選定
された。

鷺は、寛文４年に建立された神明社の
お祭りの折りに、佐竹義隆公に召された
福蔵坊が、神をなぐさめるため、神楽遊
びとして先祖伝来の鷺舞いを舞って殿様
を楽しませたとされる飯田川地区の鷺舞い
に結びつき、古くから伝えられる伝統や文化
を守る人々の心が鷺を介して息づいている。
市内八郎湖沿いの田んぼや川の浅瀬に見られるコサギやダイ

サギの愛らしい姿から、これら白い鳥の総称である「シラサギ
（白鷺）」が最もふさわしい市の鳥として選定された。

選定理由

選定理由

選定理由

市の花「バラ（薔薇）」

市の鳥「シラサギ（白鷺）」

市の木「クロマツ（黒松）」

市のシンボル「市の花・木・鳥」は、花は「バラ」、木は
「クロマツ」、鳥は「シラサギ」と決まりました。
（表紙にカラーで紹介）

「市の花・木・鳥」が決定
市
民
歌
の
歌
詞
に
採
用
さ
れ
た

大
澤
艶
子
さ
ん
（
昭
和
大
久
保
）

潟
上
市
民
歌
の
歌
詞
に
選
ん
で
い

た
だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
に
感
じ
て

い
ま
す
。

こ
の
歌
は
、
潟
上
賛
歌
で
あ
り
、

潟
上
を
愛
す
る
歌
で
す
。
美
し
い
自

然
に
囲
ま
れ
た
潟
上
の
こ
の
地
に
、

市
民
歌
の
作
曲
を
手
が
け
た

秋
田
大
学
教
授
の
四
反
田
素
幸
さ
ん

（
秋
田
市
在
住
）

新
し
い
市
民
歌
の
作
曲
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
、

ま
た
光
栄
な
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。新

し
い
市
の
誕
生
に
は
、
当
然
な

が
ら
、
そ
の
地
に
暮
ら
す
人
々
の
未

「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」「
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
熱
い
思
い
が

込
み
上
げ
て
き
て
作
っ
た
詞
で
す
。

市
民
が
、
明
る
く
和
や
か
に
、
そ
し

て
穏
や
か
に
手
を
と
り
、
み
ん
な
が

輝
き
な
が
ら
、
生
き
て
い
け
た
ら
と
、

心
か
ら
願
い
つ
つ
、
思
い
の
た
け
を

ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
に
口
ず
さ
ん
で
い
た

だ
き
、
生
き
る
喜
び
を
共
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

私
も
七
十
路
を
歩
ん
で
お
り
、
今

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
教
職

時
代
の
教
え
子
な
ど
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
、
大
好
き
な
潟
上
市
で
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
へ
の
明
る
い
希
望
が
託
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
度
の
市
民
歌
で
は
そ
の
思

い
が
率
直
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
歌
詞
は
平
明
で
整
っ
た
韻

律
で
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
潟
上
市

の
風
土
を
イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
描
い
て

い
る
内
容
で
し
た
か
ら
、
作
曲
の
作

業
は
割
合
速
く
進
み
ま
し
た
。

曲
を
付
け
る
際
に
心
が
け
た
こ
と

は
、
こ
う
し
た
歌
詞
の
特
徴
を
反
映

し
た
親
し
み
や
す
く
、
歌
い
や
す
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
仕
上
げ
る
こ
と

で
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
市
民
歌

が
披
露
さ
れ
た
式
典
で
は
、
多
く
の

方
々
か
ら
良
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
広

く
愛
唱
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

�
作
曲
さ
れ
た
四
反
田
素
幸
さ
ん
（
写
真
右
端
）

の
指
揮
の
も
と
、
天
王
中
・
天
王
南
中
・
羽

城
中
の
吹
奏
楽
部
員
が
市
民
歌
を
演
奏

▲市内の中学生が初のお披露目となった「市民歌」を斉唱

▲四反田素幸さん

▲大澤艶子さん
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行
政
改
革

国
で
は
、「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指

針
」
を
示
し
、
全
国
の
市
町
村
に
平
成

十
七
年
度
を
初
年
度
と
し
た
、
向
こ
う

五
年
間
の
行
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
策
定
及
び
公
表
を
義
務
づ
け

て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
行
財
政
改
革
は
必

至
の
状
況
で
あ
り
、
先
般
、
民
間
か
ら

な
る
推
進
委
員
会
を
立
上
げ
、
財
政
の

健
全
化
を
堅
持
し
て
い
く
た
め
に
、
鋭

意
、
協
議
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

重
点
テ
ー
マ
と
し
て
は
、「
市
民
に
開

か
れ
た
市
政
の
推
進
」「
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
運
営
の
確
立
」「
地
方
分
権
に
対

応
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」「
健

全
な
自
治
体
経
営
の
推
進
」
の
四
本
柱

と
し
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
真
の
ま
ち

市
民
と
と
も
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

現
在
、
国
に
お
け
る
改
革
路
線
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
地
方
自
治

体
も
自
己
決
定
、
自
己
責
任
に
よ
る

各
々
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
分
権
型

社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
道
は
必
ず
し
も
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
潟
上
市
民
が
快
適
な
生
活
環
境

の
中
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
活
力
に
満

ち
た
市
と
し
て
、
よ
り
飛
躍
す
る
た
め

鋭
意
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

先
般
、
平
成
十
七
年
国
勢
調
査
速
報

が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
潟
上
市
が
、

微
増
な
が
ら
も
県
内
市
町
村
で
唯
一
人

口
増
と
な
っ
た
こ
と
は
、
う
れ
し
い
事

象
で
す
。
本
市
に
お
い
て
、
将
来
、
よ

り
人
口
が
伸
び
る
よ
う
意
を
用
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
早
晩
に
も
各
種
計

画
を
策
定
し
、
そ
の
円
滑
な
推
進
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
策
定
中
の
「
潟
上
市
総
合
発

展
計
画
」
は
、
本
市
に
お
け
る
最
上
位

計
画
で
あ
り
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の

た
め
の
手
づ
く
り
計
画
と
し
て
、
市
民

と
と
も
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

本
計
画
の
円
滑
な
推
進
に
よ
り
、
潟

上
市
民
一
人
ひ
と
り
が
真
の
豊
か
さ
を

享
受
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
市
民
生
活

の
「
安
全
」「
安
心
」「
安
定
」
の
た
め

に
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
市
政
運
営
に
努

め
て
い
く
所
存
で
す
。

国
に
お
け
る
三
位
一
体
改
革
や
経
済

動
向
等
も
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

交
付
税
等
の
財
源
見
通
し
や
税
収
の
確

保
に
見
通
し
を
た
て
る
こ
と
が
極
め
て

難
し
い
状
況
で
す
が
、
財
政
的
見
地
か

ら
も
整
合
性
の
と
れ
た
計
画
に
し
て
い

き
た
い
と
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
と
昭
和
地
区
地
域
審
議
会
並

び
に
飯
田
川
地
区
地
域
審
議
会
に
基
本

構
想
を
諮
り
、
併
せ
て
、
市
民
の
皆
様

へ
の
説
明
会
等
を
開
催
し
、
本
年
六
月

定
例
議
会
に
上
程
す
る
予
定
で
す
。

潟
上
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
３
月
６
日
か
ら
24
日
ま
で
の
日

程
で
潟
上
市
役
所
昭
和
庁
舎
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
石
川
市
長
か
ら
施
政
方
針
の
説
明
が
行
わ
れ
、
今
議

会
に
は
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
案
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
の

報
酬
・
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
案
の
一
部
改
正
案
、
指
定
管

理
者
の
指
定
、
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
平
成
18
年

度
一
般
会
計
予
算
案
及
び
各
特
別
会
計
予
算
案
な
ど
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

最
終
日
24
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
審
査
を
報
告
し
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

▲施政方針を述べる石川市長
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づ
く
り
を
目
指
し
、
一
歩
一
歩
着
実
に

実
行
で
き
る
改
革
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
あ
と
、
行
政
改

革
推
進
委
員
会
の
成
案
を
も
っ
て
公
表

の
運
び
と
な
り
ま
す
こ
と
に
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

各
施
策
に
関
わ
る
取
り
組
み

は
じ
め
に
、
現
在
の
都
市
計
画
は
旧

三
町
で
定
め
た
都
市
計
画
を
も
っ
て
本

市
の
計
画
と
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
流

入
の
増
加
に
伴
う
都
市
基
盤
の
整
備
充

実
や
、
農
用
地
か
ら
住
宅
地
等
へ
の
転

用
の
増
加
等
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
本
市
都
市
計
画
の
指
針
と
な
る

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
市
全
体
の
都
市

計
画
区
域
を
含
め
た
土
地
利
用
を
見
直

し
、
田
園
と
都
市
と
の
調
和
の
と
れ
た

魅
力
あ
る
都
市
空
間
・
都
市
景
観
の
形

成
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。
平
成
十

七
年
度
は
、
現
状
に
お
け
る
都
市
計
画

の
課
題
、
人
口
や
土
地
利
用
等
の
現
況

調
査
及
び
整
理
分
析
の
作
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
併
せ
て
都
市
計
画
審
議
会

や
総
合
土
地
利
用
計
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

委
員
会
等
の
庁
内
外
の
体
制
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
市
民
参
画
等
の
体

制
を
整
え
、
こ
れ
ら
関
係
す
る
委
員
会

等
の
協
力
を
得
な
が
ら
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
市
民
と
将
来
ど
の

よ
う
な
都
市
を
創
っ
て
い
く
の
か
、
イ

メ
ー
ジ
を
共
有
し
な
が
ら
本
市
都
市
計

画
の
理
念
と
目
標
、
ま
ち
づ
く
り
の
方

針
、
土
地
利
用
の
構
想
等
を
定
め
る
べ

く
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
業
施
策
の
改
革
に
つ
い
て
、
国
は

す
べ
て
の
農
家
に
対
し
て
農
業
政
策
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
十
九
年
度

か
ら
は
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
化
対

策
」
に
移
行
し
、
農
業
生
産
法
人
化
計

画
を
有
す
る
集
落
営
農
組
織
や
担
い
手

な
ど
を
対
象
と
し
た
政
策
に
大
き
く
転

換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
家
の

方
々
に
は
、
説
明
会
を
開
催
し
、
周
知

に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
地
元
農

協
等
と
連
携
し
な
が
ら
合
意
形
成
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
更
に
集
落
座
談
会
等
を

開
催
し
、
具
体
的
な
支
援
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
新
た
に

「
集
落
営
農
育
成
支
援
対
策
費
」
を
創
設

し
、
集
落
営
農
の
組
織
化
を
推
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
改
革
に
つ
い

て
は
、
少
子
高
齢
化
の
急
激
な
進
行
と
、

国
の
行
政
改
革
が
進
行
す
る
中
、
こ
れ

ま
で
の
各
種
制
度
の
見
直
し
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
改
定
、

児
童
手
当
の
改
定
、
障
害
者
自
立
支
援

法
の
成
立
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
に
向
け
た
新
た

な
制
度
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
の
振
興
充
実
に
つ
い
て
は
、
新

市
建
設
計
画
に
あ
る
豊
川
小
学
校
の
改

築
は
地
域
に
お
け
る
長
年
の
悲
願
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
現
の
た
め
全
力

で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

人
生
を
楽
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す

こ
と
は
人
間
に
と
っ
て
最
高
の
喜
び
で

あ
り
、
そ
の
生
涯
が
す
べ
て
学
習
で
あ

り
ま
す
。
市
で
は
数
多
く
の
研
修
会
や

講
座
を
開
設
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
の

皆
様
が
気
軽
に
参
加
し
、
個
を
高
め
る

と
と
も
に
交
流
を
深
め
、
そ
の
成
果
を

ぜ
ひ
地
域
に
還
元
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

県
内
市
町
村
に
お
い
て
男
女
共
同
参

画
へ
の
取
組
み
が
、
顕
著
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
社
会
全
体
の
し
く
み
と

意
識
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

の
証
し
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
男
女
共
同
参
画

推
進
会
議
や
市
民
グ
ル
ー
プ
等
で
鋭
意

行
動
計
画
の
策
定
等
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
よ
り
一
層
男
女
共
同
参
画
の
推
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
連
す
る
事
業
等

に
着
実
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
研
修
会

や
講
習
会
な
ど
も
大
い
に
開
催
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
第
一
二
九
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
」

に
つ
い
て
は
、
会
期
を
本
年
十
一
月
一

日
か
ら
七
日
ま
で
と
す
る
予
定
で
、
三

▲次代を担う子どもたちを育む（東湖小学校）

月
十
日
に
開
か
れ
る
Ｊ
Ａ
秋
田
中
央
会

の
理
事
会
に
お
い
て
正
式
に
決
定
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。
主
会
場
や
関
連
協
賛

会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
設
立
さ

れ
る
「
種
苗
交
換
会
潟
上
市
協
賛
会
」

に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
開
催
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
開
催
ま
で
一

年
半
と
な
り
、
平
成
十
八
年
度
は
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
の
確
保
、
各
団
体
へ
の
協
力

依
頼
、
民
泊
協
力
会
の
設
立
、
民
泊
家

庭
の
内
定
等
々
、
よ
り
具
体
的
事
項
の

計
画
を
立
て
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

大
会
関
連
行
事
と
し
て
、
本
年
六
月

に
東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
、
八
月
に
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
と
し
て
全
国
教
職
員
相
撲
選
手
権

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
契

機
と
し
て
、
市
民
一
体
と
な
っ
た
国
体

参
加
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

対
話
・
協
調
・
発
展
の

ま
ち
づ
く
り

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
私
の
市
政
運
営

の
基
本
姿
勢
は
「
対
話
・
協
調
・
発
展

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

市
民
の
目
線
に
立
ち
、
市
民
と
と
も
に

「
人
に
優
し
い
」
地
域
社
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と

し
て
新
市
建
設
計
画
に
定
め
る

１．

環
境
と
調
和
し
快
適
で
安
ら
ぎ

の
あ
る
ま
ち

２．

安
心
し
て
楽
し
く
健
や
か
に
暮

市長施政方針（要旨）
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療
、
育
成
医
療
、
精
神
通
院
医
療
の
自

立
支
援
医
療
も
同
様
と
な
り
ま
す
。

本
年
十
月
か
ら
は
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
「
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
」

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
体
系
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
概
ね
五

年
間
で
新
体
系
に
移
行
し
、
そ
の
間
は

現
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
介

護
保
険
策
定
委
員
会
を
開
催
し
て
、
平

成
十
八
年
度
か
ら
三
カ
年
の
「
第
三
期

老
人
保
健
福
祉
及
び
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
高
齢
者

が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
出
来
る
よ

う
、
ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
制
度
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
会
に
お
い
て
平
成
十
七
年
度

ま
で
旧
町
の
保
険
料
に
よ
り
納
付
し
て

い
た
だ
く
よ
う
調
整
し
て
い
ま
し
た
が
、

四
月
か
ら
の
保
険
料
は
統
一
す
る
こ
と

と
し
、
関
係
条
例
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
関
係

平
成
十
八
年
産
米
の
生
産
目
標
数
量

の
配
分
に
つ
い
て
は
、
売
れ
る
米
づ
く

り
や
担
い
手
の
育
成
、
農
業
者
、
農
業

者
団
体
が
主
体
と
な
る
需
給
調
整
シ
ス

テ
ム
へ
の
移
行
な
ど
、「
米
づ
く
り
の
本

来
あ
る
べ
き
姿
」
を
目
指
す
「
水
田
農

業
構
造
改
革
対
策
」
が
最
終
年
を
迎
え

る
な
か
で
、
平
成
十
八
年
産
米
の
本
市

へ
の
生
産
目
標
数
量
の
配
分
は
、
昨
年

ら
せ
る
ま
ち

３．

活
力
と
創
意
工
夫
で
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち

４．

生
涯
学
び
心
豊
か
な
人
を
育
む

ま
ち

５．

と
も
に
支
え
温
か
に
ふ
れ
あ
え

る
ま
ち

を
五
本
柱
と
し
、
必
要
性
、
緊
急
性
、

事
業
効
果
等
を
精
査
し
、
市
政
を
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

平
成
18
年
度
予
算
編
成
の
概
要

国
で
は
、
構
造
改
革
の
方
針
と
し
て

掲
げ
て
い
る
「
三
位
一
体
改
革
」
の
も

と
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
十
八
年

度
ま
で
の
三
カ
年
の
国
庫
補
助
負
担
金

改
革
と
し
て
約
四
・
七
兆
円
、
税
源
移

譲
と
し
て
約
三
兆
円
、
地
方
交
付
税
改

革
と
し
て
約
五
・
一
兆
円
の
削
減
が
昨

年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

の
平
成
十
八
年
度
予
算
は
こ
れ
ま
で
の

構
造
改
革
に
一
応
の
目
途
を
付
け
る
も

の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
小
さ
く
て
効
率

的
な
政
府
の
実
現
に
向
け
従
来
の
歳
出

改
革
路
線
を
堅
持
・
強
化
し
、
一
層
の

歳
出
の
削
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。平

成
十
八
年
度
の
地
方
財
政
計
画
に

お
い
て
も
、
一
般
歳
出
の
二
％
削
減
措

置
を
前
提
に
地
方
交
付
税
が
前
年
度
比

五
・
九
％
の
削
減
計
画
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
引
き
続
き
公
債
費
が
高

い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
や
社
会
保
障

関
係
経
費
の
増
等
に
よ
り
、
歳
出
の
徹

底
し
た
抑
制
に
努
め
て
も
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。（
平
成
十
八
年
度

予
算
は
10
〜
11
Ｐ
に
掲
載
）

平
成
18
年
度
の
主
要
施
策

市
民
生
活
関
係

し
尿
処
理
施
設
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
一
年
度
に
稼
働
し
た
飯
田
川

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
平
成
十
六
年
度
に
お

け
る
処
理
実
績
は
稼
働
時
の
六
〇
％
、

一
、
〇
四
九
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
六
三
年
度
か
ら

稼
働
し
た
昭
和
衛
生
セ
ン
タ
ー
も
同
様

に
処
理
量
が
減
少
し
、
平
成
十
六
年
度

は
二
、
八
三
四
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
処
理

で
稼
働
時
の
七
二
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
下
水
道
普
及
に
伴
い

稼
働
率
が
年
々
減
少
し
て
い
る
実
情
に

あ
り
、
今
後
と
も
し
尿
の
搬
入
量
は
、

減
少
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

両
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
た
処
理

量
は
約
三
、
八
八
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と

な
り
ま
す
が
、
昭
和
衛
生
セ
ン
タ
ー
は

四
、
〇
〇
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る

処
理
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
行
政
改
革
の
一
環

と
し
て
施
設
管
理
運
営
費
の
節
減
お
よ

び
効
率
性
を
考
慮
し
、
平
成
十
八
年
度

よ
り
両
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
飯

田
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
休
止
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
策
定
予
定
の
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
防
災
の
し
お
り
・

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
戸
配
布
を

計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民

へ
の
防
災
に
対
す
る
啓
蒙
と
、
今
後
に

お
け
る
防
災
意
識
の
高
揚
に
役
立
つ
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
体
制
の
整
備
の
中
で
大
切
な
要

件
と
し
て
「
情
報
伝
達
」
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
来
、
情
報
伝
達
施
設
の
空
白
地
域

と
な
っ
て
い
る
昭
和
地
区
を
対
象
に
防

災
行
政
無
線
の
設
置
を
検
討
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年
度
に
お
い
て

実
施
設
計
を
行
い
、
事
業
費
に
つ
い
て

は
補
正
予
算
で
対
応
い
た
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

福
祉
保
健
関
係

児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
制
度
改
正

に
よ
り
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
こ
れ
ま

で
の
小
学
校
三
学
年
修
了
前
ま
で
の
支

給
対
象
年
齢
を
小
学
校
修
了
前
ま
で
に

拡
大
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
今
回

の
改
正
に
併
せ
て
児
童
手
当
制
度
を
拡

充
し
、
安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
る

環
境
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
現
在
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害

の
種
類
や
対
象
年
齢
に
よ
り
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
に
よ

り
本
年
四
月
か
ら
は
三
障
害
が
一
元
化

さ
れ
、
段
階
的
に
共
通
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
利
用
者
負
担
が
原
則
一
割
負

担
と
な
り
ま
す
が
、
所
得
に
応
じ
て
上

限
を
定
め
、
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
更
生
医

３月定例市議会から
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よ
り
二
七
四
ト
ン
少
な
い
一
二
、
二
七

二
ト
ン
の
二
〇
四
、
五
三
三
俵
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
稲
の
作
付
面

積
に
換
算
す
る
と
二
、
一
〇
四
・
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
す
。

一
方
、
転
作
等
目
標
面
積
は
六
五
・

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
え
、
九
九
五
・
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
転
作
率
は
一
・

八
％
増
の
三
二
・
一
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
農
家
へ
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、

三
地
区
の
水
田
農
業
推
進
協
議
会
の
協

議
を
経
て
、
各
地
域
の
推
進
委
員
会
議

等
を
開
催
し
「
産
地
づ
く
り
対
策
」
に

よ
る
交
付
基
準
な
ど
と
と
も
に
、
本
対

策
の
趣
旨
や
事
業
の
内
容
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
年
度
か
ら
継
続
施
工
し
て
い
る

経
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
の
飯

市長施政方針（要旨）

塚
地
区
を
は
じ
め
、
土
地
改
良
総
合
整

備
事
業
の
音
羽
下
地
区
の
整
備
を
促
進

し
、
土
地
の
有
効
利
用
と
生
産
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
天
王
地
区
の
天
王
漁
港
背
後

地
一
帯
の
冠
水
被
害
対
策
と
し
て
、
排

水
機
場
（
ポ
ン
プ
二
基
）
を
設
置
し
、

豪
雨
等
に
よ
る
浸
水
被
害
の
未
然
防
止

を
図
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

中
小
企
業
振
興
融
資
制
度
の
充
実
を

図
る
た
め
、
融
資
原
資
で
あ
る
各
金
融

機
関
へ
の
預
託
金
を
五
、
〇
〇
〇
万
円

か
ら
六
、
〇
〇
〇
万
円
へ
引
き
上
げ
、

融
資
枠
を
二
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
か
ら

三
億
円
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
潟
上
市
天
王
商
工
会
並
び
に
昭
和

飯
田
川
商
工
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

商
工
業
の
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

昭
和
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
、
昨
年
五
月
に
フ
カ
イ
工
業
㈱

が
操
業
を
開
始
し
て
現
在
七
社
が
操
業

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
企
業
誘
致
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
天
王
温
泉
く
ら
ら
」
並
び
に
「
ア

グ
リ
プ
ラ
ザ
昭
和
」
の
利
用
者
は
他
施

設
と
の
競
合
や
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
年
々
減
少
し
続
け
て
お
り
ま

す
。
特
に
開
業
十
年
目
を
間
近
に
し
た

「
天
王
温
泉
く
ら
ら
」
は
、
秋
田
市
内
に

同
様
の
施
設
が
新
た
に
二
カ
所
オ
ー
プ

ン
し
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

こ
と
と
、
更
に
本
年
四
月
に
も
一
カ
所

開
業
の
予
定
で
あ
る
た
め
、
そ
の
対
策

と
し
て
魅
力
あ
る
施
設
へ
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
、
健
康
志
向
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
「
ラ
ジ
ウ
ム
鉱
石
と
岩

盤
浴
」
を
導
入
し
て
利
用
客
の
増
に
結

び
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
水
道
関
係

平
成
十
七
年
度
末
に
お
い
て
、
市
の

下
水
道
普
及
率
は
七
九
％
程
度
と
な
る

見
込
み
で
す
。
下
水
道
整
備
は
、
中
長

期
的
な
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
費

を
抑
制
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
良
好

な
生
活
環
境
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併

処
理
浄
化
槽
事
業
で
整
備
さ
れ
た
各
施

設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
併
せ
て
、
平

成
十
八
年
度
も
引
き
続
き
計
画
的
に
整

備
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
合
併
協
議
の
確
認
事
項
で
あ

る
平
成
二
十
年
度
か
ら
の
下
水
道
使
用

料
の
統
一
に
向
け
、
よ
り
効
率
的
な
整

備
と
供
用
区
域
の
加
入
促
進
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
七
年
度
に
事
業
着
手

し
た
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
八
年
度
も
引
き
続
き
二
十

カ
所
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

教
育
関
係

学
校
や
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

「
地
域
ぐ
る
み
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進

事
業
」
に
つ
い
て
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

追
分
小
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

耐
震
診
断
の
結
果
に
基
づ
い
た
大
規
模

改
修
と
合
わ
せ
て
、
増
築
計
画
を
た
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
保
一
体

的
運
営
の
推
進
を
図
る
た
め
「
幼
保
一

体
化
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
保
育

環
境
の
整
備
、
子
育
て
支
援
の
充
実
な

ど
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

終
わ
り
に

二
十
一
世
紀
初
頭
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
は
、
自
治
体
の
自
立
と
地
域
形
成

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
ま
す
。
地
方
分
権

と
三
位
一
体
改
革
を
は
じ
め
と
し
た
行

財
政
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
今
後
も

引
き
続
き
市
政
へ
の
積
極
的
な
市
民
参

加
を
促
す
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
の

役
割
分
担
を
図
り
な
が
ら
個
性
的
で
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
施

策
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

私
の
一
貫
し
た
政
治
姿
勢
と
し
て
、

堅
持
し
て
い
く
べ
き
こ
と
は
「
現
場
主

義
を
旨
と
し
た
市
民
の
目
線
に
た
っ
た

行
政
運
営
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

行
政
に
は
常
に
市
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
て
総
合
的
、
計
画
的
に
施
策
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
公
私
の
区

別
を
明
確
に
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に

「
で
き
る
こ
と
」「
で
き
な
い
こ
と
」
の

説
明
責
任
を
果
た
し
、
職
員
共
々
、
毅

然
か
つ
真
摯
に
取
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。

任期満了に伴う潟上市監査委員に佐藤昇
氏を選任され、同意されました。
同氏は、旧天王町の平成３年から町議会

議員、平成15年から旧天王町監査委員を務
めていました。

●佐　藤　　　昇氏
住　　所　潟上市天王字北野111ー１
生年月日　昭和18年10月28日

市監査委員に
佐藤　昇氏（天王北野）



平
成
十
八
年
度
の
予
算
編
成
は
、
合
併
協
議

内
容
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
図
り
つ
つ
、
一
方
で

平
成
十
七
年
度
の
豪
雪
に
よ
る
大
幅
な
歳
出
の

増
加
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
種
の
継
続
及
び
緊

急
性
の
あ
る
事
業
に
限
定
し
た
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

○
歳
入
の
主
な
内
容

自
主
財
源
で
最
も
多
い
市
税
は
、
前
年
度
比

約
三
・
四
％
増
の
二
二
億
九
、
三
三
〇
万
八
千

円
。
主
な
も
の
は
、
市
民
税
で
税
制
改
正
に
伴

う
所
得
割
の
増
額
に
よ
り
、
前
年
度
比
約
一

六
・
一
％
増
の
九
億
八
八
八
万
二
千
円
。
固
定

資
産
税
は
、
家
屋
評
価
替
え
等
に
よ
り
、
前
年

度
比
約
五
・
四
％
減
の
一
〇
億
九
、
四
二
二
万

一
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
五
四
億
二
、
三
〇

八
万
七
千
円
。
こ
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
五
〇

億
二
、
六
四
八
万
七
千
円
で
、
地
財
計
画
に
基

づ
き
前
年
度
決
定
額
比
六
％
の
減
額
。
特
別
交

付
税
は
三
億
九
、
六
六
〇
万
円
で
、
合
併
に
よ

る
包
括
分
の
交
付
割
合
が
五
割
か
ら
三
割
に
減

少
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
ま
す
。

国
・
県
支
出
金
は
十
五
億
四
、
五
九
九
万
六

千
円
。
主
な
も
の
は
、
障
害
者
福
祉
費
、
児
童

手
当
関
係
費
、
生
活
保
護
費
等
の
民
生
費
国
庫

負
担
金
が
七
億
六
、
九
〇
六
万
五
千
円
で
、
制

度
改
正
に
伴
う
負
担
率
の
減
少
等
に
よ
り
七
、

七
一
九
万
四
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

総
務
費
補
助
金
は
一
億
円
で
合
併
市
町
村
補
助

金
を
計
上
。
ま
た
、
児
童
手
当
、
保
険
基
盤
安

定
等
の
民
生
費
県
負
担
金
が
一
億
九
、
四
六
八

万
八
千
円
で
、
制
度
改
正
に
伴
う
負
担
率
の
増

加
等
に
よ
り
一
億
二
、
二
九
二
万
五
千
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
入
金
は
、
三
億
三
、
四
〇
〇
万
一
千
円
で
、

こ
の
う
ち
財
政
調
整
基
金
が
二
億
五
、
〇
〇
〇

万
円
、
観
光
振
興
基
金
が
六
〇
〇
万
円
、
地
域

平
成
十
八
年
度
潟
上
市
の
本
予
算
が
、
三
月
六
日
か
ら
開
か
れ
た
市
議
会
定

例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も
一
一
八
億
六
、
八
〇
〇
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
四
、
四
〇
〇
万
円
、
約
〇
・
四
％
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続
き
旧
地
域
の
特
性
を
い
か
し
な
が
ら
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
堅
持
・
向
上
に
努
め
、
市
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
に
も
対

応
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
が
合
併
に
伴
う
暫
定
予
算
と
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
が
は
じ
め
て
の
通

常
予
算
と
な
り
、
新
し
い
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

３月定例市議会から

区　　　分 本年度予算額（単位：千円）

自主財源

依存財源 8,543,784
410,400

5,423,087
371,901

1,545,996
792,400

地方譲与税
地方交付税
各種交付金
国県支出金
市債

市税
分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入
繰入金
繰越金
諸収入

118億6,800万円歳入

歳入合計

3,324,216
2,293,308
108,478
216,720
11,848
334,001
200,000
159,861

11,868,000

10

自主財源 
（28％） 
自主財源 
（28％） 

依存財源 
（72％） 
依存財源 
（72％） 

地方交付税 
（45.7％） 

各種交付金 
（3.1％） 

国県支出金 
（13.0％） 

市債 
（6.7％） 

市税 
（19.3％） 

分担金・負担金 
（0.9％） 

使用料・手数料 
（1.8％） 

財産収入 
（0.1％） 

繰入金 
（2.8％） 

地方譲与税 
（3.5％） 

繰越金 
（1.7％） 諸収入 

（1.4％） 

▲子どもの安全安心なまちづくりへ（天王小学校）



福
祉
基
金
が
七
、
八
〇
〇
万
円
。
取
り
崩
し
後

の
残
高
は
、
財
政
調
整
基
金
が
四
、
七
七
三
万

七
千
円
、
観
光
振
興
基
金
が
五
二
万
円
、
地
域

福
祉
基
金
が
六
、
九
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
す
。

繰
越
金
は
二
億
円
で
、
前
年
度
比
二
億
六
、
〇

三
六
万
六
千
円
、
約
五
六
・
六
％
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

市
債
は
、
七
億
九
、
二
四
〇
万
円
。
主
な
も

の
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
排
ガ
ス
冷
却
塔
及

び
空
気
予
熱
機
等
更
新
工
事
に
伴
う
衛
生
債
が

一
億
九
、
八
四
〇
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
が

五
億
二
、
一
九
〇
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
歳
出
の
主
な
事
業

平
成
十
八
年
度
の
主
な
事
業
は
、
新
市
建
設

計
画
の
基
本
目
標
に
基
づ
い
て
、
主
要
施
策
ご

と
に
紹
介
し
ま
す
。

（
12
ペ
ー
ジ
掲
載
）

平成18年度予算概要
議会費 
（1.6％） 

総務費 
（10.7％） 

民生費 
（30.5％） 

衛生費 
（9.1％） 

労働費 
（0.1％） 

農林水産業費 
（3.7％） 

商工費 
（1.4％） 

土木費 
（10.5％） 

消防費 
（6.9％） 

教育費 
（10.6％） 

公債費 
（14.8％） 

予備費 
（0.1％） 

災害復旧費 
（0％） 

区　　　分 本年度予算額（単位：千円）

歳 出 合 計 11,868,000

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
予備費

194,035
1,270,580
3,616,941
1,077,346

8,990
435,213
167,559

1,244,214
824,557

1,253,876
1

1,763,688
11,000

118億6,800万円歳出

自主財源・依存財源…自主財源は、自治体が自主的に
徴収できるお金です。依存財源は、地方交付税など国
や県から交付されるお金です。

地方交付税…各自治体の不均衡調整と税源を保障する
目的で、国が交付するお金です。

国・県支出金…国や県が使い道を特定して交付するお
金です。（補助金や負担金など）

地方譲与税…国税として徴収したお金のうち、各自治
体に譲与する税の部分です。

扶助費…生活保護法や児童福祉法、老人福祉法などに
より支給する費用です。

公債費…市債（市が借り入れたお金）の返済経費です。

国民健康保険事業特別会計 3,205,012

老人保健特別会計 3,600,931

介護保険事業特別会計 2,081,855

有線放送事業特別会計 44,006

農業集落排水事業特別会計 137,268

下水道事業特別会計 1,685,968

合併処理浄化槽事業特別会計 23,543

豊川財産区特別会計 1,716

下虻川財産区特別会計 587

和田妹川財産区特別会計 565

飯塚財産区特別会計 728

土地取得事業特別会計 23,644

水道事業会計 983,836

11,789,659計

◇平成18年度各特別会計予算

行政用語まめ知識

11

（単位：千円）

�
２
０
０
７
年
は
秋
田
わ
か
杉
国
体
が
や
っ
て
く
る
！
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１環境と調和し快適で安らぎのあるまち
（単位：千円）

12

新市建設計画の主要施策ごとに紹介します

●自然環境の保全 環境保全関係費 5,667
松くい虫防除対策事業 7,799

●道路の整備 道路台帳の作成 61,315
豪雪対策維持補修工事 70,000
除雪路線図の作成 594
元木山公園東線交差点改良工事 16,890

●公共交通の充実 ＪＲ６駅の管理 4,655
路線バスの確保 19,054

●市街地の整備 都市計画基本方針の策定 15,114
地籍調査 12,892

●上下水道の整備 合併処理浄化槽の整備 18,870
上水道の整備 293,372
下水道の整備 504,812

●住環境の整備 市営住宅管理費 28,914
●公園・緑地の整備 公園施設の修繕 8,169

公園施設の保守管理 37,970
公園樹木の伐採処理等 4,000
公園維持補修工事 3,000

●衛生環境の整備 ごみ収集業務 77,126
クリ－ンセンタ－管理費 212,262
ごみ処理施設排ガス冷却塔他更新工事 220,500
ごみ最終処分場費 28,049
し尿処理費 130,029

●消防・防災・交通安全の推進
防火水槽設置工事（追分地区） 7,362
分団車庫建築工事（天王支団第５分団）7,308
ホ－ス乾燥塔設置工事 4,266
（昭和支団第２・３分団、飯田川支団第２・３・４分団）
消防備品の整備 6,341
街灯新設工事及び補助金 2,384
市防犯協会補助金・防犯指導隊員費 1,184
交通指導隊員費 3,633
交通安全団体等補助金・負担金 1,389
防災のしおり・マップ作成 2,700
防災行政無線施設の整備（設計監理・昭和地区）3,000
防災備品の整備（飯塚駅前、飯塚下） 1,777

2安心して楽しく健やかに暮らせるまち
（単位：千円）

3活力と創意工夫で豊かに暮らせるまち（単位：千円）

平成 18 年度　主な事業

●農林水産業の振興 農地等情報総合管理費 1,596
市病害虫防除協議会補助金 6,070
『あなたと地域の農業夢プラン』応援事業補助金 4,945
転作大豆振興対策費助成金 5,513
「地域で創る水田農業」支援事業費補助金 4,505
排水機場設置他工事 24,158
県営土地改良事業推進費 45,750
潟上市種苗交換会協賛会負担金 25,000
水産種苗放流事業補助金 2,398

●商工業の振興 昭和工業団地管理費 1,800
商工会補助金 8,684

●観光・レクリエ－ションの振興
ふれあい交流センタ－、
ブル－メッセあきた修繕費 10,259
ふれあい交流センタ－管理運営費 30,000
ブル－メッセあきた関連施設管理費 15,900
ふれあい交流センタ－ラジウム温泉及び
岩盤浴設置他工事 7,361
市観光協会補助金 4,715
地域活性化イベント事業 11,269

●起業の促進・支援 中小企業振興融資制度預託金 60,000
商工組合中央金庫預託金 10,000
中小企業振興融資保証料補助金 2,500
雇用奨励金 1,800

4生涯学び心豊かな人を育むまち （単位：千円）
●生涯学習の推進 第２回潟上市音楽祭の開催 848

子ども会リ－ダ－講習会の開催 590
生涯学習プログラムガイドの作成 1,347
各種学級・講座の開催 4,888
公民館改修事業 6,578

●幼児・学校教育の充実 追分小学校体育館増築及び改修（調査設計）8,225
豊川小学校改築（調査） 2,761
地域ぐるみ学校安全体制整備事業 1,973
学校生活支援員の配置（１０人） 11,599
外国青年招致事業（２人） 8,049

●文化・スポ－ツの振興 文化講演会事業 1,350
石川翁資料館鞘堂塗装・案内看板製作 5,815
東湖八坂神社統人行事保存委員会補助金 2,500
市指定文化財「北野神社」防火設備設置費補助金 800
スポ－ツ少年団補助金 3,430
市体育協会補助金 2,000
各種スポ－ツ大会等の開催 10,743
Ｂ＆Ｇ海洋センタ－改修事業（天王、飯田川） 27,031
国民体育大会実行委員会補助金 63,940

ともに支え温かにふれあえるまち
（単位：千円）

●地域コミュニテイの推進 自治会支援費 21,658
文書配布関係費 17,744
納税貯蓄組合補助金 7,026

●男女共同参画社会の形成 フォ－ラム・理解講座の開催 445
計画概要版の作成 1,925
託児サ－ビス推進費 1,245

●地域間・国際交流の推進 市国際交流協会補助金 80
秋田周辺広域市町村圏協議会負担金 178

●情報化の推進 電算保守管理費 60,384
コンピュ－タ借上料 5,573
広報の発行 13,099
ホ－ムペ－ジ更新事業 578
例規集デ－タ更新・システム使用料 4,221

●保健・医療の充実 各種予防接種の実施 17,590
集団健診の実施 76,156
保健センタ－管理費 24,688

●社会福祉の充実 人工透析患者通院費補助金 2,700
小規模作業所通所者交通費補助金 1,060
障害者福祉施設支援費等扶助費 348,739
福祉医療費 247,645
プラザの湯、生活支援ハウス運営費 26,310
緊急通報体制等整備事業 2,636
在宅介護支援センタ－運営費 15,039
老人福祉施設措置費負担金 27,184
生活保護扶助費 579,930

●子育て支援の充実 すこやか子育て支援事業費補助金 22,731
広域入所保育の委託 13,578
児童手当費（扶助費） 220,670
児童扶養手当 171,656
乳児養育支援金 30,610
放課後児童クラブ 20,300
土曜保育の拡充（昭和・飯田川地区） 7,630
母子保健事業 20,527

●地域福祉の充実 市社会福祉協議会補助金 45,993
ボランティア活動費補助金 789
市民生児童委員協議会補助金 2,833

●保険事業の充実 国民健康保険事業 2,310,125
老人保健（医療給付） 3,600,846
介護保険事業 1,993,945
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～みんなの加入で清潔で住みよい環境を～ 

＜供用開始区域＞
天王、二田、蒲沼、細谷、出戸新町、
乱橋、大清水北野、下虻川地域の一部

供用開始地区
平成17年度に工事施工した区域の下水道使用が、

３月31日から開始しています。

市では、新たな使用可能者へは個別にお知らせし

ていますが、宅内排水設備工事のご検討、実施をお

願いします。

融資あっせん制度のご利用を
市では、下水道の加入促進を図るため、水洗便所

改造資金の融資あっせん制度（限度額70万円）があ

ります。

この制度は、借入金の償還利息を市で利子補給し

ますので、実質元金だけの償還となります。資格要

件などの詳細については、下水道課までお問い合わ

せください。

お問い合わせは…
潟上市下水道課（�855―5121）

市の下水道普及率は77.9％で、そのうち加入率は74.8％(平成16年度末現在)です。

下水道は、環境整備と公共水域の水質保全を目的に計画的に整備しています。各世帯の排水設備が接続さ

れることで、下水道の役割が果たされていきます。

利用可能区域のみなさまには、積極的なご加入をお願いします。

県
か
ら
の
権
限
移
譲
事
務
の
お
知
ら
せ

地
方
分
権
の
推
進
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
権
限
移
譲
に
つ
い
て
、
潟
上

市
で
は
次
の
27
項
目
を
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

所
　
　
管

移
　
　
譲
　
　
対
　
　
象
　
　
事
　
　
務

総
　
務
　
課

市
町
村
の
区
域
内
に
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
の
届
出

（
�
８
７
８
│
９
８
０
１
）
市
町
村
の
区
域
内
の
町
及
び
字
の
区
域
の
変
更
の
届
出
の
受
理

総
合
政
策
課

都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
届
出
の
受
理

（
�
８
７
８
│
９
８
０
２
）
土
地
に
関
す
る
権
利
移
転
後
の
利
用
目
的
の
届
出
の
受
理

財
　
政
　
課

（
�
８
７
８
│
９
８
０
５
）
財
産
区
の
財
産
等
の
処
分
等
の
同
意

社
会
福
祉
課

身
体
障
害
者
相
談
員
の
委
託

（
�
８
５
５
│
５
１
１
２
）
知
的
障
害
者
相
談
員
の
委
託

結
核
に
か
か
っ
て
い
る
児
童
に
対
す
る
療
育
の
給
付

受
胎
調
節
実
地
指
導
員
の
指
定

未
熟
児
に
対
す
る
養
育
医
療
の
給
付

低
体
重
児
の
届
出
の
受
理

未
熟
児
の
保
護
者
に
対
す
る
訪
問
指
導

土
地
改
良
区
の
農
業
用
用
排
水
施
設
の
管
理
規
程
の
認
可

農
業
協
同
組
合
等
の
土
地
改
良
事
業
の
施
行
の
認
可

分
収
林
契
約
の
募
集
等
の
届
出
の
受
理

砂
利
の
採
取
計
画
の
認
可

地
す
べ
り
防
止
区
域
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可

砂
防
設
備
の
占
用
等
の
許
可

都
市
整
備
課

（
�
８
５
５
│
５
１
１
９)

土
地
の
譲
渡
に
係
る
事
業
所
得
等
の
課
税
の
特
例
等
に
係
る
優
良
宅
地
の
認
定

第
二
種
社
会
福
祉
事
業
の
開
始
の
届
出
の
受
理

保
育
所
の
設
置
の
認
可

認
可
外
保
育
施
設
の
設
置
者
等
か
ら
の
報
告
の
徴
収

第
二
種
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
（
保
育
所
経
営
事
業
の
み
を
行
う

者
に
限
る
。）
の
設
立
の
許
可

市
町
村
の
設
置
す
る
幼
稚
園
の
設
置
廃
止
等
の
認
可

私
立
幼
稚
園
の
設
置
廃
止
の
認
可

学
校
法
人
（
私
立
幼
稚
園
の
設
置
を
目
的
に
設
立
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）
の
設
立

認
可

教
育
委
員
会

幼
児
教
育
課

（
�
８
７
７
│
７
８
０
４
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
�
８
７
７
│
７
８
０
５
）

健
　
康
　
課

（
�
８
５
５
│
５
１
１
５
）

産
　
業
　
課

（
�
８
５
５
│
５
１
２
０
）

建
　
設
　
課

（
�
８
５
５
│
５
１
１
８
）

※
産
業
課
関
係
事
務
は
、
平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。



【
総
務
部
】

▽
総
務
課
総
務
班
主
任
（
総
務
学
事
課

学
校
教
育
班
主
事
）
佐
藤
陽
子
▽
総
務

課
総
務
班
主
任
（
総
務
課
総
務
班
主
事
）

佐
々
木
友
明
▽
税
務
課
市
民
税
班
課
長

補
佐
（
産
業
課
農
政
班
主
席
主
査
）
門

間
正
博
▽
収
納
課
収
納
班
主
任
（
収
納

課
収
納
班
主
事
）
瀬
下
貴
尚
▽
収
納
課

収
納
班
主
任
（
収
納
課
収
納
班
主
事
）

斉
藤
雅
基

【
企
画
部
】

▽
総
合
政
策
課
総
合
政
策
班
主
任
（
総

務
課
総
務
班
主
任
）
門
間
忍
▽
総
合
政

策
課
総
合
政
策
班
主
任
（
総
合
政
策
課

広
報
統
計
班
主
事
）
伊
藤
誠
悦
▽
総
合

政
策
課
情
報
班
主
任
（
総
合
政
策
課
情

報
班
主
事
）
畠
山
和
美
▽
総
合
政
策
課

広
報
統
計
班
主
席
主
査
（
昭
和
庁
舎
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
主
席
主

査
）
小
玉
優
子
▽
総
合
政
策
課
広
報
統

計
班
主
事
（
総
務
課
行
政
班
主
事
）
菊

地
一
央
▽
財
政
課
財
政
班
課
長
補
佐

（
財
政
課
財
政
班
主
席
主
査
）
菅
原
剛
▽

財
政
課
管
財
班
主
査
（
財
政
課
管
財
班

主
任
）
浅
野
幸
一
▽
財
政
課
管
財
班
主

任
（
財
政
課
管
財
班
主
事
）
宇
瀬
順
▽

財
政
課
管
財
班
主
任
（
財
政
課
管
財
班

主
事
）
菅
原
和
広

【
市
民
生
活
部
】

▽
市
民
課
長
兼
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
長
（
市
民
課
長
）
宮
田
隆
悦

▽
市
民
課
市
民
班
主
任
（
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
主
任
）
伊
藤
香
織
▽

市
民
課
国
保
年
金
班
長
・
課
長
補
佐

（
昭
和
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓

口
班
長
・
課
長
補
佐
）
佐
々
木
キ
ヨ
子

▽
市
民
課
国
保
年
金
班
主
席
主
査
（
天

王
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口

班
主
席
主
査
）
沼
田
和
也
▽
市
民
課
国

保
年
金
班
主
任
（
市
民
課
国
保
年
金
班

主
事
）
遠
藤
仁
美
▽
生
活
環
境
課
生
活

安
全
班
主
査
（
生
活
環
境
課
生
活
安
全

班
主
任
）
佐
々
木
渉
▽
生
活
環
境
課
有

線
放
送
班
課
長
補
佐
（
生
活
環
境
課
有

線
放
送
班
主
席
主
査
）
小
林
信
子
▽
生

活
環
境
課
環
境
保
全
班
主
任
（
生
活
環

境
課
環
境
保
全
班
主
事
）
菅
原
暁
▽
天

王
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口

班
主
任
（
議
会
事
務
局
議
事
調
査
班
主

任
）
西
村
美
里
▽
昭
和
庁
舎
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
長
・
課
長
補
佐

（
市
民
課
国
保
年
金
班
長
・
課
長
補
佐
）

藤
原
博
直
▽
昭
和
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
総
合
窓
口
班
主
任
（
市
民
課
市
民

班
主
任
）
斎
藤
栄
子
▽
飯
田
川
庁
舎
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
長
・
課

長
補
佐
（
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
総
合
窓
口
班
課
長
補
佐
）
伊
藤
信

子
▽
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

総
合
窓
口
班
課
長
補
佐
（
総
合
政
策
課

総
合
政
策
班
課
長
補
佐
）
山
平
暁
子
▽

飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
総
合

窓
口
班
技
術
手
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
技
術

手
）
伊
藤
吉
美

【
福
祉
保
健
部
】

▽
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
班
課
長
補
佐

（
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
班
主
席
主
査
）

近
藤
美
紀
子
▽
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉

班
主
任
（
介
護
認
定
審
査
会
派
遣
）
三

浦
隆
之
▽
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
班
主

任
（
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
班
主
事
）

坂
本
悦
子
▽
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
班

主
任
（
総
合
政
策
課
広
報
統
計
班
主
任
）

藤
田
祐
子
▽
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
班

主
任
（
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
班
主
事
）

佐
藤
智
紀
▽
健
康
課
健
康
指
導
班
主
任

（
健
康
課
健
康
指
導
班
主
事
）
菅
原
智
也

▽
飯
田
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
事

（
健
康
課
健
康
指
導
班
主
事
）
田
仲
恵

【
産
業
建
設
部
】

▽
産
業
課
農
政
班
課
長
補
佐
（
飯
田
川

公
民
館
課
長
補
佐
）
伊
藤
巧
▽
産
業
課

農
政
班
主
任
（
産
業
課
農
政
班
主
事
）

伊
藤
尚
吾
▽
産
業
課
商
工
観
光
班
主
任

（
産
業
課
商
工
観
光
班
主
事
）
佐
藤
洋
平

▽
産
業
課
種
苗
交
換
会
推
進
班
長
・
課

長
補
佐
（
産
業
課
種
苗
交
換
会
準
備
班

長
・
課
長
補
佐
）
桜
庭
春
樹
▽
産
業
課

種
苗
交
換
会
推
進
班
主
任
（
農
業
委
員

会
事
務
局
農
地
振
興
班
主
任
）
鈴
木
和

徳
▽
産
業
課
種
苗
交
換
会
推
進
班
主
任

（
総
合
政
策
課
総
合
政
策
班
主
任
）
菅
原

摂
▽
産
業
課
種
苗
交
換
会
推
進
班
主
任

（
産
業
課
種
苗
交
換
会
準
備
班
主
事
）
小

林
永
幸
▽
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
班
主

任
（
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
班
主
事
）

田
仲
拓
也
▽
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
班

主
任
（
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
班
主
事
）

澤
井
潤
▽
都
市
整
備
課
地
籍
班
長
・
課

長
補
佐
（
建
設
課
地
籍
班
長
・
課
長
補

佐
）
永
井
甚
誠
▽
都
市
整
備
課
地
籍
班

課
長
補
佐
（
建
設
課
地
籍
班
課
長
補
佐
）

菊
地
義
彦
▽
都
市
整
備
課
地
籍
班
課
長

補
佐
（
社
会
福
祉
課
生
活
福
祉
班
課
長

補
佐
）
桜
庭
一

【
会
計
課
】

▽
会
計
班
主
任
（
会
計
班
主
事
）
原
田

潤【教
育
委
員
会
】

▽
教
育
次
長
（
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
長
）
山
平
東
▽
総
務
学
事
課

学
校
教
育
班
主
任
（
昭
和
公
民
館
主
事
）

高
橋
浩
子
▽
天
王
小
学
校
校
務
員
（
天

王
南
中
学
校
校
務
員
）
藤
原
進
▽
飯
田

川
小
学
校
調
理
師
（
昭
和
東
保
育
園
調

理
師
）
渡
辺
マ
サ
子
▽
天
王
中
学
校
校

務
員
（
天
王
小
学
校
校
務
員
）
児
玉
諭

▽
天
王
南
中
学
校
校
務
員
（
天
王
中
学

校
校
務
員
）
児
玉
正
道
▽
天
王
南
中
学

校
調
理
師
（
羽
城
中
学
校
調
理
師
）
畠

山
由
実
子
▽
幼
児
教
育
課
幼
児
教
育
班

長
・
課
長
補
佐
（
飯
田
川
庁
舎
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
班
長
・
課
長
補

佐
）
佐
々
木
雅
輝
▽
幼
児
教
育
課
幼
児

教
育
班
主
任
（
総
合
政
策
課
総
合
政
策

班
主
任
）
伊
藤
佐
和
子
▽
湖
岸
保
育
園

長
・
課
長
補
佐
（
湖
岸
保
育
園
課
長
補

佐
）
金
子
せ
い
子
▽
湖
岸
保
育
園
主
席

主
査
（
湖
岸
保
育
園
主
査
）
伊
藤
愛
子

▽
追
分
保
育
園
長
・
課
長
補
佐
（
二
田

保
育
園
課
長
補
佐
）
安
田
さ
つ
子
▽
追

分
保
育
園
主
査
（
追
分
保
育
園
主
任
）

佐
々
木
生
子
▽
二
田
保
育
園
主
席
主
査

（
二
田
保
育
園
主
査
）
小
笠
原
優
子
▽
昭

和
中
央
保
育
園
主
任
（
昭
和
中
央
保
育

園
主
事
）
佐
々
木
真
弓
▽
昭
和
中
央
保

育
園
主
任
（
昭
和
中
央
保
育
園
主
事
）

千
田
淳
子
▽
昭
和
中
央
保
育
園
主
任

（
昭
和
中
央
保
育
園
主
事
）
千
田
佳
子
▽

昭
和
中
央
保
育
園
主
任
（
昭
和
中
央
保

育
園
主
事
）
菅
原
さ
お
り
▽
昭
和
西
保

育
園
主
任
（
昭
和
西
保
育
園
主
事
）
石

塚
千
尋
▽
昭
和
東
保
育
園
調
理
師
（
昭

和
中
央
保
育
園
調
理
師
）
佐
藤
綾
香
▽

昭
和
東
保
育
園
主
席
主
査
（
追
分
地
区

児
童
館
主
席
主
査
）
宇
佐
美
悦
子
▽
昭

和
西
保
育
園
主
席
主
査
（
若
竹
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
主
席
主
査
）
菅
原
七
重
▽

若
竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
園
長
・
課
長

補
佐
（
若
竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
主
席

主
査
）
佐
藤
こ
う
子
▽
若
竹
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
主
任
（
若
竹
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
主
事
）
伊
藤
深
有
希
▽
出
戸
幼
稚

園
主
席
主
査
（
出
戸
幼
稚
園
主
査
）
太

田
睦
▽
昭
和
公
民
館
課
長
補
佐
（
幼
児

教
育
課
幼
児
教
育
班
長
・
課
長
補
佐
）

淡
路
次
廣
▽
飯
田
川
公
民
館
主
席
主
査

（
税
務
課
市
民
税
班
主
席
主
査
）
児
玉
亮

悦
▽
飯
田
川
公
民
館
主
任
（
飯
田
川
公

民
館
主
事
）
菊
地
寿
三
▽
追
分
地
区
児

市
の
人
事
異
動
が
４
月
１
日
付
け
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

14

童
館
主
事
（
昭
和
東
保
育
園
主
事
）
京

谷
淳
子
▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
班
兼
国
体
事
務
局
国
体
準
備
班
主

任
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
主
事
）
渡
会
満

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

兼
国
体
事
務
局
国
体
準
備
班
主
事
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
班
主
事
）
小
玉
塁
▽
国
体

事
務
局
国
体
準
備
班
主
任
（
国
体
事
務

局
国
体
準
備
班
主
事
）
徳
原
る
り
子
▽

国
体
事
務
局
国
体
準
備
班
主
任
（
国
体

事
務
局
国
体
準
備
班
主
事
）
菅
原
天
城

【
監
査
委
員
事
務
局
】

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
兼
務

（
監
査
委
員
事
務
局
書
記
主
査
）
古
仲
淳

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

▽
監
査
委
員
事
務
局
書
記
兼
務
（
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
局
長
補
佐
）

佐
々
木
雅
彦

【
退
職
】（
平
成
18
年
３
月
31
日
付
）

▽
千
種
肇
（
教
育
次
長
）
▽
八
端
茂
子

（
市
民
課
課
長
補
佐
）
▽
淡
路
睦
子
（
若

竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
園
長
）
▽
佐
々

木
サ
チ
子
（
湖
岸
保
育
園
長
）
▽
藤
井

ホ
ヨ
子
（
追
分
保
育
園
長
）
▽
加
藤
順

子
（
追
分
乳
児
保
育
園
保
育
士
）
▽
加

藤
文
代
（
若
竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
看

護
師
）
▽
葛
西
陽
子
（
湖
岸
保
育
園
保

育
士
）

▲山平東教育次長

介護保険では、これまで在宅の
要介護（支援）認定を受けている
方が、日常生活で必要と認められ
る福祉用具を購入した場合には、
その購入先を問わず購入費用の9割
分を支給してきました。
平成18年4月からの介護保険法

の改正により、福祉用具を購入し
た場合の費用の支給対象が、知事
の指定する「特定福祉用具販売に
係る指定居宅サービス事業者」か
らの用具購入に限られますので、
福祉用具購入の際には販売店にご
確認のうえ購入してくださるよう
お願いします。
お問い合わせは…潟上市高齢福祉課

（�855－5113）

介護保険からのお知らせ
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4月20日（木）
９時30分～12時00分　　㈱ニッポ電工

13時15分～14時30分　　松恵苑・くらかけの里

14時45分～16時00分　　東北石材ブロック㈱

4月24日（月）
９時30分～12時00分　　ポリテクセンター秋田

13時20分～14時20分　　㈱マルサ佐藤製作所

14時30分～16時00分　　マックスバリュ天王店

今津谷剛希さん

小玉　桃華さん

小柳　友人さん　

佐々木果実さん

佐々木伶菜さん

佐藤　涼乃さん

菅原　光輝さん

鈴木　想汰さん

藤原　貴大さん

真坂　幸さん　

村山　美紗さん

天王地区で３月に３歳半児健
診をうけた18人中、むし歯のな
かった子どもは11人でした。
むし歯のないきれいな歯をい

つまでも大切にしましょう。

ご協力のお願い

献血は、手術や事故等で輸血の必要な患者さ
んへ届けられる大切なものです。
潟上市でも献血車が巡回しております。お近

くにきた際はご協力お願いします。

お問い合わせは…潟上市健康課（�855―5115）

保健福祉センター開放日

育児相談日

４月13日（木）

４月21日（金）

10時～12時

〃

天王保健センター

飯田川保健福祉センター

月日（曜日） 時　　間 場　　　　　所

予防接種日程表

お問い合わせは・・・
潟　上　市　健　康　課（�８５５－５１１５）
天 王 保 健 セ ン タ ー（�８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（�８５５－５１８０）

乳幼児健診日程表

※　受付時間は12時30分から13時までです。

対象が地区により、若干異なりますのでご確認ください。

母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。アンケート

はしっかり記入しましょう。

※　４月11日（火）の乳児健診は、昭和地区にお住まいの方のみが対象
となります。

※昭和・飯田川地区は合同で行いますので会場をよくご確認ください。

〈昭和・飯田川地区にお住まいの方〉

〈天王地区にお住まいの方〉

４月７日（金）

４月13日（木）

４月14日（金）

４月19日（水）

４月21日（金）

４月26日（水）

10時～12時

〃

〃

〃

〃

〃

飯田川保健福祉センター

天王保健センター

飯田川保健福祉センター

天王保健センター

飯田川保健福祉センター

天王保健センター

月日（曜日） 時　　間 場　　　　　所

４月４日（火）

４月18日（火）

生後３ヵ月から７
歳半未満までに２
回接種します。

13時～14時 天王保健センター

飯田川
保健福祉センター

月日（曜日） 対　　象 時　　間 場　　　所

《ポリオ》

４月25日（火）
生後３ヵ月から６
ヵ月未満までに１
回接種します。

13時～14時 天王保健センター

月日（曜日） 対　　象 時　　間 場　　　所

※持ってくるもの：母子手帳、予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

※4月4日は子育てサポーターが託児しますので、利用される方は前日ま
で天王保健センターにご連絡ください。

《ＢＣＧ》

４月６日（木）

４月12日（水）

４月28日（金）

10カ月児健診

１歳半児健診

３歳半児健診

Ｈ17年５月生

Ｈ16年９月生

Ｈ14年9・10月生

月日（曜日） 健　診　名 対　　象 場　　所

天王保健センター

天王保健センター

天王保健センター

４月11日（火）

４月25日（火）

乳児健診

3歳半児健診
昭和地区：平成14年9・10月生
飯田川地区：平成14年10月生

昭和地区のみ
Ｈ17年5・8・11月生

月日（曜日） 健　診　名 対　　象 場　　所

飯田川
保健福祉センター

昭和公民館

13時～
13時30分

▲子どもたちが「歯みがき教室」でむし歯予防（大久保小学校）

※
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▲友や恩師との別れ、そして新たな出会いへ（天王中学校）

▲みんなの心を一つにして卒業の合唱（大久保小学校）

▲友との最後の合唱を披露（追分小学校）

▲在校生に見送られながら、晴れやかに巣立つ（天王小学校）

▲別れは悲しいけれど、これからも仲間だから（豊川小学校）
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▲中学校での学びの証を手に巣立つ（天王南中学校）

▲３年間の卒業の証をいただきました（羽城中学校）

▲思い出多き学び舎との別れのとき…（飯田川小学校）

▲中学校への夢と希望に満ちて（東湖小学校） ▲小学校生活の思い出を呼びかけ（出戸小学校）

祝・卒業祝・卒業
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「話題あれこれ」コーナーでは、各種団体や地域
の話題など、市民みなさんの活動や交流を広く紹
介します。ホットな話題をお待ちしています。

（総合政策課広報統計班�878-9802）

出戸幼稚園（園長　鈴木恵子）で恒例「あったかえほ
ん展Part.４」が、２月23日から28日の日程で同園を会
場に開かれました。
今年で４年目となるえほん展には、３歳児から５歳児

までの園児113人の作品が展示されました。作品は、園
児と保護者が数カ月にわたり手づくりで完成したもので、
園生活での思い出や家庭での生活、遊びなどを題材に、
子どもたち一人ひとりが感性豊かに表現しています。
期間中は、平日・土曜日も開催され、保護者や地域住

民など大勢が来園。園では「親子が一緒になって考え、
創る楽しさや喜びを感じている」と話していました。

戸幼稚園「あったかえほん展」
子どもたちの感性豊かな絵本を披露出

市では、ＪＲ東日本による出戸浜駅舎改築に合わせ、
出戸浜駅構内の公衆トイレを改築し、先ごろ完成しま
した。
真新しいトイレは広さ９．９平方メートル、内部は

男子用をはじめ、女子と身体障害者など車いすを利用
している方が使用する「みんなのトイレ」にはベビー
ベットを配置しています。外観は駅舎と同じカラーで
統一し、清潔感漂う建物となっています。
日常の管理は、出戸浜駅前町内会のご厚意によりボ

ランティアで行う予定です。トイレ内を汚すことがな
いよう、利用者みなさんのご協力をお願いします。

戸浜駅「公衆トイレ」が完成
みんなのトイレを大切に出

▲真新しくなった出戸浜駅舎（左）と公衆トイレ（右）

�
子
ど
も
た
ち
の
感
性
豊
か
な
絵
本
が
大
好
評
！

３月13日、天王中学校の生徒有志が特別養護老人ホー
ム「松恵苑」を訪れ、演奏や歌を披露して入所者との交
流を深めました。
当日は、同校の１・２年生11人が同苑を訪問、学校で

学んだリコーダーを使って、「戦場のメリークリスマス」
や「さくら（コブクロ）」など数曲を披露し、歌「３月９
日」などを心を込めて合唱しました。
入所者のみなさんは、中学生の演奏と歌にうっとり聞

き入りながら笑顔を見せ、和やかなひとときを楽しみま
した。

王中学校生徒が松恵苑を慰問
心を込めて演奏や歌で交流天

�
中
学
生
の
演
奏
と
歌
が
入
所
者
を
和
ま
せ
る

●
第
１
回
潟
上
市

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

会
場：

潟
上
市
天
王
総
合
体
育
館（

３
月
12
日
）

〈
男
子
の
部
〉

優
　
勝

出
戸
新
町
Ａ
（
出
戸
地
区
）

▲白熱した好ゲームを展開



久保女子ミニバススポ少
東北大会で最優秀賞に輝く大

３月３日、昭和大久保出身の佐藤幸夫さんが、潟上
市教育委員会を訪れ「母校、大久保小学校のために役
立ててください」と、図書（10万円相当）を寄付して
くれました。
佐藤さんは、現在、岩手県盛岡市に奥さんと子供３
人で住んでいます。仕事は、建築・飲食業などを経営
する社長さん。寄付は、平成11年から毎年行われ、今
年で８年目になります。佐藤さんは「読書によって自
身の想像力を高め、心豊かな子供がたくさん育ってほ
しい。これからもがんばって、毎年続けたい」と話し
ていました。
ありがとうございました。

久保小学校の文庫のために
佐藤幸夫さん（昭和出身）が善意大

�
石
川
市
長
を
囲
ん
で
満
面
の
笑
顔
を
見
せ

る
大
久
保
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少

�
佐
藤
幸
夫
さ
ん
か
ら
小
林
教
育
長
に
目
録
が
渡
さ
れ
る

第25回東北ブロックスポーツ少年団ミニバス交歓大会
が、３月４・５日の日程で秋田市立体育館を会場に行われ、
本県代表として出場した大久保女子ミニバススポ少が見事
最優秀賞に輝きました。
先の全県大会で準優勝している大久保女子は、女子Ｃブ

ロックに出場。東北各県の強豪相手に果敢に「攻め、走る
バスケ」を展開し、同ブロックで全勝して最優秀賞を射止
めました。
同８日には、選手や保護者らが市役所を訪れ、石川市長

に大会報告。キャプテンの三浦未来さん（大久保小６年）
が「チーム一丸となって戦い、目標が達成できた」と喜び
を話していました。おめでとうございます。
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準
優
勝

下
出
戸
Ａ
（
出
戸
地
区
）

第
３
位

大
崎
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
ズ

（
湖
岸
地
区
）

第
３
位

羽
立
北
野
Ａ
様
（
湖
岸
地
区
）

〈
女
子
の
部
〉

優
　
勝

ミ
ル
キ
ィ
ウ
ェ
イ（

出
戸
地
区
）

準
優
勝

出
戸
新
町
Ａ
（
出
戸
地
区
）

第
３
位

レ
ゲ
エ
パ
ン
チ
（
追
分
地
区
）

第
３
位

ハ
ラ
ハ
ラ
チ
ー
ム
（
追
分
地
区
）

●
第
１
回
潟
上
市

室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

主
催：

潟
上
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
場：

ス
パ
ー
ク
天
王
（
３
月
８
日
）

優
　
勝

追
分
Ｂ
チ
ー
ム
　

準
優
勝

追
分
Ａ
チ
ー
ム

第
３
位

昭
　
和
チ
ー
ム

秋田県では、毎年４月を「あきた・クリーン強

調月間」、４月第２日曜日を「あきた・ビューティ

フル・サンデー」としています。

今年は４月９日（日）が「あきた・ビューティ

フル・サンデー」です。

この日は、みんなで声をかけあって、自宅のま

わりなど身近な場所をきれいにしましょう。

お問い合わせは…

秋田県環境あきた創造課

(�860－1574)

みんなでつくろう！
きれいな秋田

美化マスコット

「クリンちゃん」
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「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
生
涯
学
習

の
方
向
性
を
探
る
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し

て
、
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
生
涯
学
習
推

進
大
会
が
、
三
月
十
二
日
、
潟
上
市
昭
和

公
民
館
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
潟
上
市
の
生
涯
学
習
一
年

を
振
り
返
り
、
生
涯
学
習
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
当
面
の
課
題
解
決

や
市
民
の
交
流
・
連
携
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
各
地
区
の
生
涯
学
習
関
係
団

体
を
は
じ
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
の

会
員
、
一
般
市
民
な
ど
総
勢
約
三
百
七
十

人
が
参
加
。
開
会
行
事
で
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
八
郎
ば
や

し
保
存
会
の
み
な
さ
ん
が「
和
太
鼓
演
奏
」

を
披
露
。
軽
快
で
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
に

よ
る
演
奏
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
工
藤
紀
代
子
市
教

育
委
員
会
委
員
長
が
「
昨
今
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
件
や
犯
罪
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
心

豊
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
学
び
、
実
践
を
す

る
こ
と
で
実
り
あ
る
活
力
に
満
ち
た
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
石
川
市
長
が
「
合
併
し
て
一

年
を
迎
え
る
が
、『
心
の
合
併
』
こ
そ
市

の
発
展
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
生
涯

学
習
を
通
じ
て
、
潟
上
市
の
明
日
を
つ
く

る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

「
私
と
生
涯
学
習
」
と
題
し
て
、
古
典
に

親
し
む
会
の
進
藤
エ
イ
子
さ
ん
（
天
王
）

と
茶
道
裏
千
家
師
範
の
近
藤
弘
子
さ
ん

▲シンポジウムで３人のシンポジストが発表

▲明日の生涯学習を考え合う

基調講演で「これからの時代は、中高年齢者の経験
を生かした地域づくりがおもしろくなる。例えば、中
高年と子どもたちが一緒に学ぶことで地域力のあるま
ちづくりができる」と語りかける石川好氏。

【
平
日
の
閉
館
時
間
が

変
わ
り
ま
す
】

４
月
４
日
（
火
）
よ
り
図
書
館
本

館
及
び
昭
和
学
習
館
で
は
、
土
・
日

以
外
の
閉
館
時
間
が
18
時
（
午
後
６

時
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
お
仕
事
帰

り
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
は
な
し
会
を
開
催
】

図
書
館
本
館
で
は
、
４
月
15
日

（
土
）
13
時
30
分
よ
り
童
話
の
会

（
会
長
伊
藤
寿
子
）
主
催
に
よ
る
、

「
お
は
な
し
の
広
場
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

昭
和
学
習
館
で
は
、
毎
月
第
１
土

曜
日
、
11
時
30
分
よ
り
昭
和
お
は
な

し
か
い
（
会
長
進
藤
聖
子
）
主
催
に

よ
る
「
読
み
聞
か
せ
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（ ）写真左からコーディネーターの伊藤金政さん、シンポジスト
の進藤エイ子さん、近藤弘子さん、舘岡和人さん

「
椎
茸（
し
い
た
け
）の
植
菌
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

追
分
地
区
児
童
館
で
は
、
親
子

（
祖
父
母
）
で
ホ
ダ
木
に
椎
茸
の
植
菌

体
験
を
す
る
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

（
ホ
ダ
木
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
）

と
　
き
▼
４
月
16
日（
日
）

14
時
〜
16
時

と
こ
ろ
▼
潟
上
市
追
分
地
区
児
童
館

募
集
人
員
▼
20
組
（
40
人
）

参
加
費
▼
一
組
あ
た
り
５
０
０
円

持
参
す
る
も
の
▼
軍
手
・
か
な
づ
ち

お
申
込
は
…
４
月
12
日
（
水
）
ま
で
に

追
分
地
区
児
童
館
へ

（
�
８
７
３
ー
４
８
８
９
）
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※今月の公民館休館日は10日（月）です

【昭和公民館】（�855-5130）
●湖南大学入学式
26日（水） ９時30分～

【飯田川公民館】（�877-6744）
●英会話教室
（初級）６日（木） 18時30分～
（中級）20日（木） 18時30分～

●少年少女発明クラブ
22日（土） 10時～ ものづくり公開教室

●押し花教室
８日（土） 10時～

【天王公民館】（�878-4111）
●お茶の間サロン
７日・14日・21日・28日（各金曜日）
９時～

【図書館】（�878-6688）
●読み聞かせ会
１日（土） 11時30分～ 昭和学習館

●おはなしの広場
15日（土） 13時30分～ 本館

【追分児童館】（�873-4889）
●子ども農園耕起
２日（日） 14時～

●ジャガイモをうえよう
８日（土） 16時～　

●風車つきコイノボリをつくろう
12日（水） 15時～

●椎茸の植菌
16日（水） 14時～

●玄関ガラスに絵をかこう
22日（土） 14時～

生 涯 学 習 課
4 月 行 事 予 定

（
昭
和
）、
羽
城
中
学
校
教
諭
の
舘
岡
和
人

さ
ん
が
実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

進
藤
さ
ん
は
、
仲
間
と
源
氏
物
語
を
学

び
合
い
、
人
生
観
や
心
の
豊
か
さ
な
ど
に

つ
い
て
語
り
合
い
な
が
ら
、
心
遊
ば
せ
る

楽
し
い
読
書
活
動
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
は
、
茶
道
師
範
と
し
て
小
中

学
校
で
の
学
校
行
事
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

の
体
験
談
を
語
り
ま
し
た
。

舘
岡
さ
ん
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
昭
和
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
設
立

の
経
緯
や
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
な
ど

を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
り
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
伊
藤
金
政
さ
ん
（
天
王
）
が
「
市
民
一

人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
な
る
よ
う
学
び
合

い
、
そ
し
て
、
行
動
し
よ
う
」
と
ま
と
め

ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
秋
田
公
立
美
術
工
芸

短
期
大
学
長
の
石
川
好
氏
が
「
地
域
づ
く

り
・
人
づ
く
り
と
生
涯
学
習
」
と
題
し
て

講
話
。
氏
の
経
験
談
や
本
県
の
人
口
減
少

に
よ
る
若
者
の
就
職
難
、
県
内
の
ま
ち
づ

く
り
事
情
な
ど
を
語
り
、
そ
の
中
で
「
い

ま
、
地
方
で
も
犯
罪
が
増
加
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
中
高
齢

者
が
自
ら
学
び
、
行
動
す
る
こ
と
、
そ
し

て
地
域
力
を
生
か
し
た
教
育
を
進
め
る
こ

と
で
、
人
づ
く
り
へ
と
結
び
つ
く
は
ず
。

地
元
の
人
た
ち
み
ん
な
で
地
域
の
良
さ
を

発
見
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
地
域
の
発
展

に
つ
な
が
る
」と
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
小
林
教
育
長
が
「
自
ら
で
き

る
こ
と
を
考
え
実
践
す
る
。
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
を
地
域
み
ん
な
で
育
て
る
こ
と

が
、
よ
り
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
な
る
」
と
大
会
を
総
括
し
、

参
加
者
一
同
、
今
後
の
生
涯
学
習
の
実
践

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

昭
和
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
様
々
な
体
験
を
目
的
に
「
ほ
う
か

ご
元
気
塾
」「
土
よ
う
日
元
気
塾
」
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

お
や
つ
作
り
や
お
も
ち
ゃ
作
り
な

ど
一
年
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
挑
戦
し
ま
す
。
そ
こ
で
子
ど
も
た

ち
の
活
動
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

日
　
　
程
　

毎
週
水
曜
日
　
15
時
〜
17
時

年
間
30
回
程
度

活
動
場
所

昭
和
中
央
地
区
館

謝
　
　
礼

一
日
２
、
〇
〇
〇
円

詳
し
く
は
昭
和
公
民
館
（
�
８
５
５

ー
５
１
３
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲市初の大会に市民約370人が参加（昭和公民館）

�
子
ど
も
た
ち
が
な
わ
と
び

や
フ
ラ
フ
ー
プ
で
自
由
に

元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す

�
市
民
の
み
な
さ
ん
が
集
い
、

学
び
合
っ
て
い
ま
す



国際協力機構（JICA）によるボランティア（青年海外協力隊、
シニア海外ボランティア）の春募集説明会が、次により開催さ
れます。
応募資格�青年海外協力隊…満20歳～満39歳（平成18年５月

10日現在）までの日本国籍を持つ方
シニア海外ボランティア…満40歳～満69歳（平成
18年11月10日現在）までの日本国籍を持つ方

募集期間�４月１日～５月10日
募集職種�青年海外協力隊（農林水産、加工、保守操作、土

木建築、保健衛生、教育文化、スポーツの７部門）
シニア海外ボランティア（計画・行政、公共・公
益事業、農林水産、鉱工業、エネルギー、商業・
観光、人的資源、保健・医療、社会福祉の９分野）

＜青年海外協力隊説明会＞
４月12日（水）18時30分～県社会福祉会館（秋田市）
４月22日（土）14時～ 県社会福祉会館（秋田市）
＜シニア海外ボランティア説明会＞
４月22日（土）13時～ 県社会福祉会館（秋田市）
お問い合わせは…県学術国際政策課（�860－1219）

秋田グリーンサムクラブでは、環境美化やボランティア活動
などを通して、地域住民との交流を深めます。各種イベントを
開催しますのでお気軽にご参加ください。
【さつき愛好者講習会・展示会】
と　き�４月16日（日）10時～16時
ところ�グリーンサムガーデン内ホール
講　師�佐々木吉美氏（旧天王町出身・仙台市在住）
参加費�1,000円（昼食代込み）

【フラワーバイキング】
オリジナル企画としてお子様でも簡単キットでオリジナルの

プランター作りにチャレンジしませんか。
参加費�800円（木箱・花苗代）
お問い合わせは…秋田グリーンサムクラブ（�878－3986）
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市では、次により臨時職員を募集します。
募集人員�１人
資 格 等�・介護支援専門員（ケアマネージャー）

・秋田県認定調査員研修の修了者、または４月中
旬の研修受講可能な方
・普通運転免許
・年齢55歳以下（昭和26年以降に生まれた方）

勤務場所�潟上市高齢福祉課
勤務内容�要介護認定訪問調査
勤務時間�８時30分～16時15分（１日７時間）
賃　　金�750円（時間給）
保　　険�社会保険・雇用保険
申込方法�履歴書・介護支援専門員登録証明書（写）・認定

調査員研修修了証明書（写）を４月12日（水）ま
で高齢福祉課に提出してください。

お問い合わせは…
〒018-1401 潟上市昭和大久保字堤の上1－3
潟上市福祉事務所・高齢福祉課（�855－5113）

医療法人正和会では、ホームヘルパー２級の養成研修を開催
します。
受講対象�・全課程の受講が可能な方。

・資格を取得し、福祉の職場に就労を希望したい方。
・ボランティアとしての活動を希望する方。
・高齢者を抱えて知識を必要としている方。
・満60歳未満の方。

募集人員�60人（定員になり次第、締め切ります）
研修日程�５月15日（月）～９月22日（金）
研修会場�医療法人正和会・会議室
受 講 料�35,000円（他に教材費約7,000円）
お問い合わせ…医療法人正和会（�877－7110）

平成18年度前期技能検定を次により実施します。
実施職種�造園、建築板金、石材施工、とび、塗装など
試 験 日�６月12日（月）～９月10日（日）までの指定され

た日
受付期間�４月４日（火）～14日（金）
お問い合わせは…県労働政策課（�860－2323）

県職業能力開発協会（�862－3510）

『JICAボランティア』春募集説明会

「むつみグリーンサムガーデン」がオープン！

臨時職員を募集します

「ホームヘルパー２級養成研修講座」受講生募集

技能検定（国家試験）の案内

湖東消防署では４月中旬頃、一週間位の予定で昭和・飯田
川地区の消火栓及び防火水槽の点検を行います。
水道水に濁りが発生した場合は、蛇口を全開にし、きれい

になるまで流してからご使用ください。後日、流した時間を
水道課まで連絡してください。
点検作業にご理解とご協力をお願いします。
お問い合わは…湖東地区消防署（�874－2420）

潟上市水道課（�855－5123）

湖東消防署からのお知らせ

主　　催�財団法人ジェトロ厚生会
共　　催�潟上市国際交流協会
受入期間�６月30日（金）～７月２日（日）２泊３日
訪 問 者�アメリカ・カナダなどの公立学校の教師５～６人
募集家族数�４～６家族

ホストファミリーは、ホームステイの留学生や
研修生を受け入れ、お世話をする家族です。

募集条件�・秋田駅周辺に送迎ができる方
・食事の提供ができる方
・単身世帯でない方

謝　　礼�１泊2,000円
申込締切り�４月14日（金）
お問い合わは…
秋田県国際交流協会（�864－1181）
潟上市国際交流協会・御所野（�090－1497－8912）
潟上市総合政策課（�878－9802）

「ホストファミリー」を募集します



＜飯田川地区＞

伊藤　凌
りょう

志
じ

くん　（神明上、明　光・陽　子）

＜昭和地区＞

檜森　　猛
たける

くん　（駅　前、孝　則・淑　子）

池田　歩優
あ ゆ

ちゃん（アミダ堂、寿　次・怜　子）

児玉　花怜
かれん

ちゃん（竜　毛、政　隆・美奈子）

草皆　悠
ゆう

介
すけ

くん　（田　屋、孝　洋・純　子）

＜天王地区＞

佐々木一真
いっしん

くん　（棒沼台、大　樹・しのぶ）

太田　　舞
まい

ちゃん（上北野、真　樹・照　美）

加藤　琉花
る か

ちゃん（上江川、 直　・摩里子）

佐々木徳
なる

利
とし

くん　（上狼縁、 悟　・香代子）

佐川　愛海
まなみ

ちゃん（北　野、達　也・淳　子）

佐川　遥佳
はるか

ちゃん（北　野、達　也・淳　子）

伊勢　達
たつ

哉
や

くん　（上江川、 潤　・みどり）

佐々木美夢
み ゆ

ちゃん（北　野、 修　・和歌子）

�橋　　栞
しおり

ちゃん（上北野、正　彦・加奈子）

石原　夢彩
ゆ あ

ちゃん（上北野、 良　・美　奈）

森　　優柊
あゆと

くん　（持長根、美　雅・佳　奈）

伊藤　りょうくん（上江川、 正　・由　佳）

鈴木　瑛
えい

太
た

くん　（中分水、 禎　・由美子）

高松　沙綾
さあや

ちゃん（細谷長根、慎　一・順　子）

佐藤　豪
ごう

飛
ひ

くん　（二　田、 大　・めぐみ）

昭和・飯田川地区 氏名（町内名、父・母）の順
天王地区 氏名（字　名、父・母）の順

＜飯田川地区＞

２/５　伊藤テツヱさん（妹川浜、90歳）

２/８　工藤　春雄さん（柳　田、82歳）

２/９　児玉　八郎さん（矢　坂、76歳）

２/10 山平キミヱさん（飯浜下、94歳）

２/13 永井　士郎さん（中町１、82歳）

＜昭和地区＞

２/２　菅原　吉男さん（新関１、74歳）

２/７　佐々木テツヱさん（仁　山、92歳）

２/９　 原伊佐美さん（宮の前、67歳）

２/12 目黒日美子さん（下　町、76歳）

２/18 瀬下　兼三さん（岡井戸、85歳）

２/19 高橋　政美さん（天神下、73歳）

２/22 菊地　靖子さん（株　山、61歳）

２/24 関谷カネミさん（宮の前、78歳）

＜天王地区＞

１/28 持石　　之さん（北　野、79歳）

１/29 菊池　光男さん（追分西、79歳）

１/31 田島　由藏さん（持谷地、72歳）

２/２　齊藤　ヱナさん（二　田、84歳）

２/３　京谷亀太郎さん（江　川、87歳）

２/５　伊藤　謙治さん（上江川、56歳）

２/９　三浦六三郎さん（野　沢、83歳）

２/14 石原　キミさん（鶴沼台、86歳）

２/19 柏谷　益男さん（追　分、74歳）

２/21 工藤　和子さん（二　田、75歳）

２/23 鈴木佐市郎さん（沖中谷地、86歳）

２/28 夏井　敏雄さん（長　沼、73歳）

昭和・飯田川地区 氏名（町内名、年齢）の順
天王地区 氏名（字名、年齢）の順

お誕生おめでとう

「出生」「死亡」は
住民基本台帳平成18年２月１日～28日届出分を掲載

お誕生おめでとう

おくやみを申し上げます
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おくやみを申し上げます

世 帯 数　12,516世帯（－11）
人　　口　36,120人（－34）
うち男性　17,282人（－25）
女性　18,838人（－９）

住民基本台帳　平成18年２月28日現在
※（ ）内は前月比

市では、市長と市民みなさんのホットライン化を図るため、『市長面会日

～ようこそ市長室へ』を開設します。

市民参加の活力あるまちづくりに、あなたの声を市長に届けてください。

＜４月の面会日＞

●４月19日（水）10時～12時�天王地区

●４月19日（水）13時～15時�昭和・飯田川地区

お申し込み・お問い合わせは…
4月10日（月）15時までに潟上市総合政策課へ（�878－9802）

固定資産土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧
市では、平成18年度固定資産税の土地・家

屋の縦覧を次のとおり行います。
と　き�４月３日（月）～５月31日（水）

８時30分～17時15分
※土・日曜日及び祝祭日を除く

ところ�潟上市役所天王庁舎税務課窓口
縦覧できる方の範囲…納税義務者、納税管理
者、共有者等の関係者、納税義務者の代理権
を有する代理人
※縦覧される方は、健康保険証・運転免許証
などの本人を確認できるものを持参してくだ
さい。（代理の場合は委任状が必要です）

お問い合わせは…潟上市税務課
（�878－9803）

務課から

平成18年度から
天王支部の納税組合員にも
納期限ごとに督促状を送付します
市では、平成18年度から潟上市天王支部納

税貯蓄組合連合会の組合員にも納期限ごとに
督促状を送付します。
地方税法第329条により徴税吏員は、納期

限後20日以内に滞納者に対して督促状を発
し、督促を行なわなければならないと規定さ
れています。
これまで、最終納期限後まとめて督促状を

発送していましたが、納税の公平性から各納
期限ごとに督促状の発送が必要となりますの
で、天王支部組合員みなさまの一層のご理解
とご協力をお願いします。
なお、督促状が発行されますと、潟上市諸

収入金に係る督促手数料及び延滞金の徴収に
関する条例に基づき督促状１通につき100円
の督促手数料が加算されることになりますの
で、必ず納期限内に納付しましょう。

お問い合わせは…潟上市収納課
（�878－9804）

税

納課から収
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古紙配合率100％再生
紙を使用しています。

・開場時間 ９時～18時
・休 場 日 毎月、第２・４水曜日
・利用料金 グラウンドゴルフ（１日）

大人 ２００円　子供 １００円

お問い合わせは…元木山公園グラウンドゴルフ場
（�877－7581）

アグリプラザ昭和
（�855－5041）

元木山公園グラウン
ドゴルフ場が、４月１
日（土）からオープン
します。
グラウンドゴルフ愛好
者はじめ、健康づくり
の場としてご利用くだ
さい。
また、アグリプラザ昭和に隣接していますので、
仲間との親睦の場としてぜひ利用ください。

【応募期間】４月１日（土）～５月10日（水）
※締切日は当日消印有効

【応募資格】小学生以上の方ならどなたでも、応募できます。
【応募方法】応募用紙及び官製はがき、ファクシミリ、電子メールの

いずれかの方法で応募してください。１件につき「合言
葉」１点、「民泊愛称」１点をそれぞれ明記して、簡単
な説明を付け加えてください。
応募の際は、住所・氏名・年齢・職業・電話番号・性

別を記入してください。作品は、自作で未発表のものに
限ります。一人何点でも応募できますが、異なる作品に
限ります。

【賞及び賞金】最優秀賞（「合言葉」１点、「民泊愛称」１点）
各20,000円
優秀賞（「合言葉」１点、「民泊愛称」１点）
各10,000円
※高校生以下の方には賞金相当の図書カードを差し上げ
ます。

【応募・お問い合わせ先】
〒018－1595潟上市飯田川下虻川字八ツ口70
秋田わか杉国体潟上市実行委員会
「合言葉募集担当」宛
�018－877－7807 �018－877－3800
E－mail：kokutaijunbi@city.katagami.akita.jp
※応募作品を直接提出される方は、最寄りの庁舎の総合窓口センタ
ーへお願いします。応募用紙は各庁舎窓口、公民館等に配布して
います。
※応募にあたって記入された個人情報は、その保護と適切な管理を
行います。

● 応 募 内 容 ● 平成19年に開催される「秋田わか杉国体」

では、潟上市を会場に「相撲競技」「レスリ

ング競技」の両競技が行われます。

市では、来訪する選手・監督等の宿泊は、

一部民泊で対応する計画です。

市民の気持ちを盛り上げ、また積極的な広

報活動を図るために、競技応援「合言葉（キ

ャッチコピー）」及び「民泊愛称（キャッチ

コピー）」を広く募集します。ふるってご応

募ください。

お問い合せは…秋田わか杉国体潟上市
実行委員会（�877-7807）

４月から市内の社会体育施設の予約申込先が一部変更にな
ります。
この他の施設は、従来どおり受け付けます。

○予約申込先が変更になった施設

施　設　名

昭和介護予防センター（健康づくりセンター）

昭和体育館

飯田川体育館

ふれあいスポーツ会館

二荒山グラウンドゴルフ場

予約申込先

�877-7785

�877-6904

�877-4959

�877-4146

�877-3255

お問い合わせは…
潟上市スポーツ振興課（�877－7806）

元木山公園グラウンドゴルフ場
4月1日にオープン

「合言葉（キャッチコピー）」は潟上市
らしい大会の趣旨や希望など、心に響
く簡潔に表す宣伝文句。
「民泊愛称（キャッチコピー）」は来訪
者、宿泊者の心が癒されるような簡潔
に表す宣伝文句。


